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戦評
【総括】
寒威が増すなかで開催された関西学生バスケットボール新人戦は、リーグ戦得点王である#30大庭を欠き勝ち上が
りが厳しいと予想されたが、安定感のあるメンバーで堅実なバスケットを披露してきた京都産業大学と、各チームがひ
と段落している間に徹底的に走りこんできた体力に自身がある大阪体育大学との一戦となった。前半は大体大のア
グレッシブなディフェンスを京産大は攻めあぐねる形となったが、大体大のストロングポイントである#30藤本を塞ぎ込
んだ京産大の柔軟な対応力が光った。後半は京産大がチームバスケットでペースを掴んでいる展開だったが、泥臭
く球際に競り込んでくる大体大が終盤でついに逆転し、そのままリードを許さず勝利。まさに技術力vs精神力の戦い
で、見ごたえのある決勝戦であった。惜しくも終盤に敗れた京産大は完成度の高いバスケットと高いスキルで新人戦
とは思えないような試合を披露し、来季には新戦力とともに関西を席巻してくれるだろう。見事3年ぶりの優勝を果た
した大体大は、その熱量のままに来季も関西を熱く盛り上げてくれることは間違いないだろう。今シーズンファイナル
である新人戦を、堂々たる結末で締めくくってくれた両チームの健闘を称えたい。
【第1ピリオド】
先制は大体大#7山田のフリースロー。続くは#30藤本のジャンパーで、2試合目にも関わらず好調を見せつける。そ
の流れでアグレッシブなディフェンスで京産大に揺さぶりをかけ開始5分で12-6とリードする。自分たちのリズムを掴
みたい京産大は#1永尾を起点にセットプレーで手堅く展開を見せ、#14川口が3Pシュートを放つが惜しくも決まらず
6点リードで第1ピリオド終了。第1ピリオドはディフェンスで勝った大体大が有利にゲームを運ぶ形となった。
【第2ピリオド】
京産大は大体大の心臓である#30藤本をフェイスガードし、オフェンスでは#38リンダー、#１永尾、#14川口の連続得
点で同点まで追いつく。#30藤本を塞がれた大体大は徐々にオフェンスのリズムが狂い始め、単発でのプレーが続
出。しかし大体大は流れが悪いときこそディフェンスが冴え、1点差のまま互いに得点が決まらない時間が続く。京産
大#14川口が3本目の3Pシュートを沈めたのを皮切りに両チームの得点が動き、35-33で大体大リードで前半終了。
京産大は第1ピリオドの課題を上手く解消し、新人戦とは思えないような完成度の高い対応力を披露した。一方で大
体大は単発でのプレーが続き、意図した得点を重ねることができなかっただけに後半に不安要素を残す形となって
しまった。
【第3ピリオド】
後半開始で京産大はやはり大体大#30藤本をフェイスガード。フラストレーションが溜まる大体大は#7山田がハッスル
プレーで発散しオフェンスの軸となり、粘り強いディフェンスで点差を死守する。しかし、ターンオーバーが続き、京産
大はその隙に着々とリードを奪い残り5分で42-38とリードする。そこで大体大#30藤本が連続得点。少ないボール
タッチにも関わらずチャンスをものにし、再び同点まで引き戻す。しかしそれでは流れを掴むことはできず、京産大
#38リンダーや、#16川尻がシュートを沈め第3ピリオドは京産大は5点リードで終了。活気が薄れてきた大体大は反撃
の狼煙をことはできるのか。
【第4ピリオド】
京産大は一段階ギアをあげ、今までにないアーリーオフェンスを展開する。しかし大体大は逆境にこそ強い精神力
を持ち合わせており、#7山田、#13大橋、#18池田が奮起し喰らいつくどころか、会場の空気を支配し始める。その活
力に圧迫された京産大はリバウンドやルーズボールをこと如く大体大に奪われ、残り4分で#4生越のブレイクが決まり
ついにリードを3点差にする。タイムアウトで体勢を立て直す京産大は#38リンダーを起点に得点し、今大会で多くの
チームを苦しめてきたゾーンデフェンスを展開する。残り2分で1ゴールを争う形になり緊迫した空気で燃えるのは、
やはり大体大#7山田。闘志溢れるプレーでシュートを沈め残り40秒で70-68となる。京産大のシュートリバウンドを
きっちり抑えた大体大はポゼッションをキープしタイムアップ。緊迫した展開を、持ち前の活力と運動量で乗り切った
大体大が3年ぶりに新人戦を制した。
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